
32Copyright(C) Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

Agenda

 Task2：実現可能性調査の実施
 Task2-1：企業、技術及びターゲット国の特定
 Task2-2：実現可能性調査の調整
 Task2-3：実現可能性調査の実施

• 活動成果：SDSバイオテック
• 活動成果：坂ノ途中
• 活動成果：サグリ
• 活動成果： TOWING

 Task2-4：実現可能性調査成果の現地普及活動

 Task3：外部資金団体への提出を見据えたプロジェクトドキュメントの作成
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株式会社坂ノ途中は、環境保全と生計向上を両立するコーヒー栽培技術を提供

企業名 株式会社坂ノ途中
オーナー 小野邦彦

ASEAN
展開状況

ラオス・ミャンマー・タイ・インドネシア・インド・PNG・
東ティモール・フィリピンにおいて、アグロフォレストリー
によるコーヒー栽培の推奨をし、栽培されたコーヒーを
輸入販売している。また、WFP等国際機関との連
携を強化し、民間企業ではアプローチできない、ファ
ンダメンタルな産地課題解決に取り組んでいる。そ
の中で、ラオスにおいて、アグロフォレストリーによる
コーヒー生産者に対して、バイオ炭製造の実証中。

保有アイテム バリューチェーンの再構築・品質向上技術の導入・
バイオ炭の生産（実証段階）

アイテム詳細

• 生産から輸出までのバリューチェーンの整理と改善をおこ
なっている。各段階におけるキープレイヤーに対するワーク
フローの改善や投資を行い、スムーズな流通と健全なト
レーディングがおこなえるようになっている。

• 環境負荷の少ない農業を目指すため、アグロフォレスト
リーによるコーヒー生産を推奨しており、そのための栽培
技術・加工技術の導入をおこなっている。また、その過
程で排出される残渣物を活用してバイオ炭を生成し、
農地の土壌の改良剤としての活用と将来的なカーボン
クレジットへの活用を目指しています。

企業の概要

企業、技術の概要 技術のイメージ

バイオ炭現地でのワークショップの様子
WFPとの協業 ラオス アグロフォレストリーの説明
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バリューチェーンの再構築
企業の強み

バリューチェーンの再構築 コーヒーの付加価値向上への取組

国内・国外関わらず、農業のバリューチェーン
の再構築を実現しています。
国内においては、数百種類の有機栽培され
た野菜の作付けから一般家庭へお届けするま
での管理・流通の仕組みを作り上げました。
国外においては、小ロットで生産される各小
農家のコーヒーを品質ごとに等級わけを行い、
それをもとめる各市場への流通を行っています。

コーヒーの高付加価値化のための取り組みとして、
ポストハーベストの技術導入による品質向上、ラ
イターを派遣し違った角度から商品のリブランディ
ングをおこなっています。現在は、バイオ炭による
土壌改善とカーボンクレジット化への可能性を
調査しています。
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株式会社坂ノ途中：本FS期間に、フィリピンでバイオ炭の実証に向けたMOU締結を準備中
ASEAN展開状況

凡例）■：開始時点での展開状況、■：FS期間で進んだ内容

ラオスにて、コーヒー残渣を活用し
たバイオ炭製造を実証中

フィリピンにて、バイオ炭の実証事
例の確認と、木酢液製造の炭
化炉のバイオ炭への転用の可能
性を確認中

カンボジアにて、コーヒー残渣物の
バイオ炭とバイオ肥料の事業性
を確認中 ベトナムにて、コーヒー残渣物を活

用したバイオ炭製造の研究成果
と実証の可能性を確認中
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今後はインドネシアにてバイオ炭の生産と実証を行っていく予定
今後の戦略

対象国 提供希望サービス／ソリューション アクションプラン

ラオス

• アグロフォレストリーコーヒーの普及拡大により、森林
保全、農地保全、土壌改良、カーボンクレジット化
を目指す。

• 小規模コーヒー生産者に対して、コーヒー残渣を活用
したバイオ炭の炭化炉を導入する。

小規模農家によるバイオ炭製造の普及拡大

フィリピン
簡易型炭化炉の導入、及びバイオ炭の効果の実証の
ためのパートナー（NGO、大学、研究機関等）との連
携

ベトナム コーヒー残渣物を活用したバイオ炭研究と連携パートナー
候補の情報収集

カンボジア 政策目標及び国内の市場動向の情報収集

インドネシア
カーボンクレジットを発行しているコーヒー生産者組合と
連携をして、バイオ炭の安定的な生産とそれから派生す
るクレジット化を目指す

バイオ炭の製造設備の最適化をおこなっていく
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ASEAN各国で求める連携
ASEAN各国で求める連携

対象国 求める連携

• バイオ炭を用いたカーボンクジット化のための承認機関・検査機関との連携
Indonesia

• 熱分解装置を所有する会社との連携、インドネシアでの実証
Thailand

• 小規模装置のコミュニティレベルでの実証
Laos


